
2027（令和9）年度​ 文学部日本語教員養成プログラムの概要 
 

 

■ 大妻女子大学文学部には、日本語教員養成プログラムが開設されています。 
文学部の３学科（日本文学科・英語英文学科・コミュニケーション文化学科）の学生が履修できる国家資格の「登録

日本語教員」を養成するプログラムです。 

 
■ 日本語教員養成プログラムとは―― 
日本語学習者に対する日本語教育のために、文部科学省が必須とする日本語教育・日本語・日本文化・異文化理

解・国際協力等の分野の深い知識と技能を学ぶ、大妻女子大学文学部独自のプログラムです。​
（「登録実践研修機関B0241312」-「登録日本語教員養成機関C0241314」としてR7.5.30に文部科学省に登録） 

 

■ プログラム設置の背景―― 
グローバル化の進む今、国内における日本語学習者は全国に居住し、海外における学習者も増加しています。日

本語の学習者は、「留学生」だけではなく、中長期の「在留」者、短期「訪日」者、「児童・生徒」や、在外後の帰国者

等、多様化しています。日本を取り巻く状況の変化に対応できる、質の高い日本語教師の育成が求められていま

す。 

 
■ プログラムを履修すると―― 
卒業時に大妻女子大学文学部日本語教員養成プログラム修了証を交付します(文部科学省の規程に則した修了

証)。このプログラムでの学びは、新しい日本語教育を 目指す方だけではなく、世界を視野に入れて日本文化・文学

を発信したい方や、国際社会で様々な仕事をしたい方にとっても、大きな力となるでしょう。 

 
■ 文学部の3つの学科を横断する学びの場―― 
このプログラムは、文学部に共通する「ことば」の学びと、大妻女子大学文学部の3つの学科、日本文学科・英語英

文学科・コミュニケーション文化学科の専門的な学びを活かし、日本語教育に必要な力を身につけるようにプログラ

ムされています。

 

 



◆​学科を横断する★プログラム科目★とは―― 

日本語教育に必要な日本語学や日本語教育学の基礎的な科目、教育実習などの実践的科目があります。​
特に、日本語教育に関する科目は、このプログラムのために開設された、独自科目（◇）を含みます。 

 
文学部日本語教員養成プログラムカリキュラム表 

 

分野 開講科
目 

A​ 言語学 一般言語学〈文学部共通〉*​ 英語と日本語〈文学部共通〉 
英語学（文法） 

B​ 日本語学 ◇日本語学要説I*または日本語学概説*​ 日本語学講義 

C​ 日本語教育 ◇日本語教授法I*​ ◇日本語教授法II 
◇日本語教材研究I*​ ◇日本語教材研究II 
◇日本語教育実習I*​ ◇日本語教育実習II* 

D​ 言語と社会・ 
文化・地域 

◇日本語教育学特殊講義（社会と言語）* 
比較文学​ 伝承と文学​ 日本の思想A​ 日本の思想B​ 日本の美術 
日本の芸能と文化​ 日本の映像メディア​ ​ 日本の歴史と社会 
日本の歴史と文化​ 日本語の歴史〈文学部共通〉 
江戸・東京の文化〈文学部共通〉​ 日本文化とアジア〈文学部共通〉 
日本語と社会〈文学部共通〉 　社会言語学​ 　比較国際教育論 
国際関係論　　欧米文化論　　東南アジア地域研究　　言語文化論 

E​ 言語と心理・ 
コミュニケーション 

◇日本語教育学特殊講義（心理と言語）* 
◇日本語教育学演習I​ ◇日本語教育学演習II  
日本語学演習Ⅰ 
言語･異文化コミュニケーションⅠD　言語･異文化コミュニケーションⅡ 
表象･メディアコミュニケーションⅠB 表象･メディアコミュニケーションⅡB 

 
プログラム必修科目​ カリキュラム表中「*」付き太字で示した、以下の8科目、計14単位 

一般言語学（2単位） 
日本語学要説I または日本語学概説〈日文必修・日文限定〉 （2単位）​ 日本語教授法I （2単位）日

本語教材研究I （2単位）​ 日本語教育実習I （1単位）​ 日本語教育実習II （1単位） 

日本語教育学特殊講義（社会と言語）（2単位）​ 日本語教育学特殊講義（心理と言語）（2単位） 

プログラム選択必修科目​ カリキュラム表中の5分野のうち、「C日本語教育」「D言語と社会・文化・地域」、 
「E言語と心理・コミュニケーション」の各3分野から、最低１科目、計6単位 

プログラム選択科目​ カリキュラム表の全科目から、最低3科目、計6単位 

1​ 以上の合計26単位以上の取得がプログラム修了要件です。全科目が文部科学省の登録日本語教員試

験に必須の学修項目を満たすものです。 

2​ プログラム修了要件26単位を取得した学生には、卒業時に「文学部日本語教員養成プログラム修了

証」が交付されます。国家試験の受験の際に、本学の卒業証明書とプログラム修了証（写）を提出す

ると、基礎試験等が免除されるCルート（応用試験のみ）での国家試験の受験が可能です。 

※通常卒業に必要な単位に加え、プログラム履修の追加単位数は、各学科生とも、4年間で8～12単位程度です。 

※入学後、１年次の後期末に（１月2０日頃を予定）、文学部日本語教員養成プログラム新規希望者履修ガイダンスを

行います。プログラム履修申請は、そのガイダンス説明を受けた後で行います。 


	■ 日本語教員養成プログラムとは―― 
	■ プログラム設置の背景―― 
	■ プログラムを履修すると―― 
	■ 文学部の3つの学科を横断する学びの場―― 

